
2022年 (令和 4年)6月 7日 (火曜日) (4)

学会賞を受賞 した後藤氏 (左)と上田理事長

日(第 3種郵便物認可) 燥 喜

事
件
現
場
で
ど
う

命
を
守
る

最
初
の
報
告
者

。
松
下
義

行
氏

（元
関
西
国
際
大
学
、

元
大
阪
府
警

。
警
視
長
）
は

「
凶
悪
犯
罪
の
脅
威
と
極
限

で
の
危
機
対
応
―
放
火
殺
人

事
件
等
の
現
場
で
ど
う
命
を

守
る
か
―
」
と
題
し
、
事
件

現
場
で
ど
う
命
を
守
る
か
に

つ
い
て
、
主
に
犯
罪
捜
査
業

務
に
従
事
し
、
組
織
犯
罪
の

捜
査
や
池
田
小
学
校
児
童
殺

傷
事
件
等
を
担
当
し
た
経
験

か
ら
詳
細
な
検
討
を
行

っ

た
。
特
に
、
最
近
の
放
火
殺

人
事
件
と
し
て
衆
目
を
集
め

た
２
０
０
８
年
１０
月
の

「大

阪
個
室
ビ
デ
オ
店
放
火
殺
人

事
件
」
、
１９
年
７
月
の

「京

都

ア

ニ
メ

放

火

殺

人

事

件
」
、

２．
年

１２
月

１７
日
の

「大
阪
ク
リ

ニ
ッ
ク
放
火
殺

人
事
件
」
等
は
大
阪
府
警
刑

事
部
長
退
任
後
の
事
件
だ

が
、
退
職
後
も
事
件

・
事
故

に
よ
る
悲
劇
を
防
ぐ
た
め
の

リ
ス
ク
管
理

・
危
機
管
理
の

探
究
と
啓
発
活
動
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
事
件
現

場
を
詳
細
に
分
析
、
命
の
助

か
る
方
法
を
模
索
。
結
論
と

し
て
、
安
全
に
対
す
る
意
識

と
命
を
守
る
対
策
の
改
善

・

強
化
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。
ま
た
、
生
き
る
希
望
を

失
い
自
暴
自
棄
に
陥

っ
た
凶

悪
犯
罪
者
を
生
ま
な
い
社
会

構
築
の
た
め
の
支
援
の
必
要

性
を
強
調
し
、
尊
い
犠
牲
の

教
訓
を
忘
れ
ず
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
を
願

っ
て
、
熱
の
こ

も

っ
た
報
告
を
終
え
た
。

検
査
軽
視
の
風
潮

に
警
鐘

第
２
報
告
者
の
山
田
秀
樹

氏

（大
阪
家
庭
裁
判
所

。
家

事
調
停
委
員
）
は

「検
査
不

正
事
案
か
ら
見
る
業
務
管
理

の
在
り
方
」
と
題
し
、
２．
年

７
月
、
新
聞
各
紙
で
報
道
さ

れ
た
Ｍ
電
機
の
鉄
道
向
け
の

設
備
を
め
ぐ
る
検
査
不
正
事

件
、
同
年
７
～
９
月
の
Ｔ
自

動
車
系
の
店
舗
で
生
じ
た
不

正
車
検
事
案
な
ど
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
事
件
が
生
じ
る
背

景
と
管
理

・
監
督
の
在
り
方

の
是
非
を
実
践
面
の
経
験
を

ベ
ー
ス
に
考
察
し
た
。
ま

ず
、
人
間
の
振
る
舞
い
に
限

界
が
あ
る
こ
と
に
着
目
。
ベ

テ
ラ
ン
技
術
者
が
陥
り
が
ち

な
検
査
軽
視
の
風
潮
が
生
じ

た
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

一
定
の
作
業
能
率
に
は
限
界

が
あ
る
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の

自
信
過
剰
を
戒
め
、
お
ご
り

の
意
識
の
存
在
を
指
摘
し

た
。　
マ

スヽ
の
生
じ
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
を

リ
ス
ク
管
理
と
し
て
心
し
て

お
か
な
い
と
な
ら
な
い
」
と

主
張
し
た
う
え
で
、
対
策
と

し
て
は
、
検
査
精
度
が
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
の
認
識
の

必
要
性
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者

の
心
に
響
く
対
策
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

気
候
変
動
リ
ス
ク

の
影
響
を
解
説

第
３
報
告
者
の
後
藤
茂
之

氏

（有
限
責
任
監
査
法
人
ト

ー
マ
ツ
）
は

「気
候
変
動
リ

ス
ク
と
金
融

・
保
険
機
能
の

対
応
」
と
題
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２６

（第
２６
回
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
）
以
降
の
劇

的
変
化
を
踏
ま
え
て
、
気
候

変
動
リ
ス
ク
の
社
会

。
経
済

へ
の
影
響
と
対
応
を
概
観
し

た
。
地
球
温
暖
化
の
進
展
と

対
応
強
化
の
必
要
を
詳
し
く

論
じ
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２６
以
降
の
金
融

・
保
険
会
社

に
お
け
る
環
境
の
激
変
を
鋭

く
浮
き
彫
り
に
し
た
。
気
候

変
動
リ
ス
ク
の
類
型
と
し
て

は
、
①
移
行
リ
ス
ク
②
物
理

リ
ス
ク
③
賠
償
責
任
リ
ス
ク

ー
に
分
類
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
、
移
行
リ
ス
ク

の
影
響
の
予
測
を
論
じ
、
リ

ス
ク
対
応
に
向
け
て
や
る
ベ

き
こ
と
と
機
会
獲
得
に
向
け

て
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に

分
離
し
て
説
明
し
た
。
次
い

で
物
理
リ
ス
ク
に
対
し
て

は
、
温
暖
化
の
進
行
に
伴
う

洪
水
や
干
ぼ
つ
等
の
自
然
災

害
が
巨
大
化
す
る
可
能
性
を

と
り
あ
げ
た
。
賠
償
責
任
リ

ス
ク
に
つ
い
て
も
、
移
行
リ

ス
ク
や
物
理
リ
ス
ク
で
的
確

に
対
応
で
き
な
い
事
態
が
発

生
し
た
結
果
、
第
二
者
か
ら

法
的
な
責
任
追
及
を
受
け
る

と
い
っ
た
リ
ス
ク

（訴
訟
リ

ス
ク
で
も
あ
る
）
に
言
及
し

た
。
金
融

・
保
険
機
能
へ
の

影
響
と
課
題
に
つ
い
て
も
、

気
候
変
動
と
投
資
行
動
と
の

関
係
や
資
産
運
用
に
及
ぼ
す

影
響
に
も
触
れ
、
保
険
に
お

い
て
は
、
動
態
的
リ
ス
ク
管

理
強
化
の
必
要
性
を
説
き
、

結
論
と
し
て
気
候
変
動
リ
ス

ク
に
対
す
る
総
合
管
理
体
系

構
築
が
必
要
だ
と
主
張
し

た
。

小
さ
な
地
球
と
大

き
な
社
会

第
４
報
告
者
の
高
野
仁

一

氏

（高
野
国
際
会
計
事
務
所

。
米
国
公
認
会
計
士

。
税
理

士
）
は

「多
様
性
リ
ス
ク
の

ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ー
小
さ
な
地
球
と

大
き
な
社
会
―
」
と
題
し
発

表
。
グ
ロ
ト
バ
ル
化
し
た
国

際
社
会
で
、
わ
が
国
は
何
を

見
極
め
、
将
来
の
存
続
と
発

展
を
考
え
る
べ
き
か
と
の
間

題
意
識
か
ら
、
人
類
の
歴
史

の
中
で
は

「大
き
な
地
球
と

小
さ
な
社
会
」
か
ら
、
い
ま

や

「小
さ
な
地
球
と
大
き
な

社
会
」
に
変
貌
し
た
こ
と
、

こ
れ
に
よ
る
多
様
性
リ
ス
ク

の
頭
在
化
を
指
摘
し
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。
ま
た
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
の
経
済
成
長
と

リ
ス
ク
の
軌
跡
を
述
べ
、
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た

ら
し
た
地
球
規
模
で
の
多
様

性
リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
明
確

に
し
た
。
わ
が
国
の
姿
と
し

て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

発
展
段
階
に
お
い
て
、
個
別

企
業
は
国
内
市
場
か
ら
輸
出

。
輸
入
、
対
外
投
資
、
海
外

市
場

へ
と
多
国
籍
企
業
展
開

を
経
な
が
ら
、
多
様
な
リ
ス

ク
環
境
に
直
面
し
乗
り
越
え

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

み
取
り
、
企
業
も
国
も
適
正

規
模
を
見
極
め
、
社
会
と
共

存
す
る
ソ
シ
オ

・
カ
ン
パ
ニ

ー
、
ソ
シ
オ

・
カ
ン
ト
リ
ー

を
目
指
し
つ
つ
成
長
を
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論

づ
け
た
。
最
後
に
川
本
明
人

副
会
長

（広
島
修
道
大
学
名

誉
教
授
）
の
閉
会
の
詳
を
も

っ
て
、
散
会
し
た
。

Ｓ
Ｒ
Ｍ
学
会

２２
年
度
全
国
大
会
開
催

ソ
ー
シ
ャ
ル
・リ
ス
ク
研
究
、
鼻
氏
が
報
告

ソ
ー
シ
ャ
ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

（理
事
長

一
上
田
和
勇
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
は
５
月
２．
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
２
０
２
２
年
度
の
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
研
究
報
告
に
先
立

っ
て
理
事

。
評
議
員
会

（議
長

中

上
田
和
勇
理
事
長
）
を
開
催
し
、
会
長
総
会
に
上
程
す
る
議
題
を
承
認
、
及
い
で
会
員
総
会

（議
長

中
亀
井
弘
明
副
理

事
長
）
を
開
き
、
前
年
度
の
事
業
お
よ
び
収
支
決
算
書
の
承
認
、
新
役
員
人
事
の
承
認
、
新
年
度
の
事
業
計
画
の
策
定

等
を
決
議
し
た
。
続
い
て
優
秀
著
作
の
表
彰
式
に
移
り
、
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
た
後
藤
茂
之
氏

（有
限
責
任
監
査

法
人
ト
ー
マ
ツ
）
の
著
書

『
リ
ス
ク
社
会
の
企
業
倫
理
』

（中
央
経
済
社
２
０
２
１
年
９
月
２。
日
発
行
）
に
ソ
ー
シ
ャ

ル

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
４
人
の
会
員
か
ら
研
究
報
告

（総
合
司
会

一
湊
津
光

孝
常
務
理
事
）
が
行
わ
れ
た
。

上田氏

亀 井 氏

浅 津 氏

松下氏

山 田氏

高 野 氏

川木氏
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